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本
書
は
、
国
立
台
湾
大
学
人
文
社
会
高
等
研
究
院
の
「
東
亜
経
典
与
文

化
」（
東
ア
ジ
ア
の
経
典
と
文
化
）
研
究
計
画
の
出
版
物
、「
東
亜
文
明
研

究
叢
書
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
に
出
版
さ
れ
た
。

　

著
者
の
徐
興
慶
教
授
は
、
現
在
台
湾
大
学
日
本
語
文
学
系
教
授
兼
同
系

主
任
の
任
に
あ
っ
て
、
近
世
及
び
近
代
の
中
日
文
化
交
流
史
の
研
究
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
す
る
。
徐
教
授
は
一
九
八
四
年
に
日
本
の
九
州
大
学
大
学

院
に
留
学
、
日
本
の
対
外
関
係
史
や
対
中
文
化
交
流
史
な
ど
を
研
究
し
、

一
九
八
七
年
に
文
学
修
士
、
一
九
九
二
年
に
は
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得

し
た
。
博
士
論
文
の
題
目
は
「
近
世
中
日
文
化
交
流
史
の
研
究
」
で
あ

る
。
そ
の
後
も
中
日
文
化
交
流
史
の
研
究
を
継
続
し
、
一
九
九
八
年
か
ら

二
〇
〇
三
年
ま
で
の
論
文
を
ま
と
め
て
、
二
〇
〇
四
年
に
『
近
代
中
日
思

想
交
流
史
の
研
究
』
を
日
本
・
京
都
の
朋
友
書
店
か
ら
出
版
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
徐
教
授
に
は
、
台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究
及
び
日
本
漢
文
学

研
究
に
つ
い
て
の
專
著
や
徳
川
時
代
に
お
け
る
日
本
儒
学
史
論
集
の
編
纂

【
書
評
】

　
　

徐
興
慶
著
『
朱
舜
水
与
東
亜
文
化
伝
播
的
世
界
』

　
　
　
　
　
東
亜
文
明
研
究
叢
書
七
八　
　

国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心　

二
〇
〇
八
年
一
一
月

　

佐　

藤　
　
　

保

な
ど
多
く
の
研
究
書
が
あ
る
が
、
本
書
『
朱
舜
水
与
東
亜
文
化
伝
播
的
世

界
』（
朱
舜
水
と
東
ア
ジ
ア
文
化
の
伝
播
の
世
界
）
は
、
朱
舜
水
を
軸
に

日
本
人
及
び
来
日
中
国
人
た
ち
の
儒
学
、
仏
教
学
、
あ
る
い
は
国
家
観
な

ど
を
比
較
検
討
し
、
日
本
と
中
国
の
学
術
文
化
交
流
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
徐
教
授
の
最
も
新
し
い
業
績
で
あ
る
。

　

徐
教
授
の
朱
舜
水
研
究
は
、
こ
の
中
日
文
化
交
流
史
研
究
の
過
程
で
始

ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
末
に
反
清
の
抵
抗
運
動
を
行
っ
て
い
た
朱
舜
水

（
一
六
〇
〇
〜
一
六
八
二
）
が
、
一
六
六
〇
年
に
倒
清
復
明
の
夢
破
れ
て

日
本
に
亡
命
し
、
二
二
年
間
の
在
日
生
活
を
お
く
っ
て
当
時
の
日
本
の
学

術
、
と
り
わ
け
水
戸
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
実
は
朱
舜
水
研
究
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
歴
史

は
、
そ
う
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
朱
舜
水
の
生
き
た
江
戸
時
代

の
当
時
か
ら
、
彼
の
著
作
集
の
編
纂
や
行
実
、
伝
記
な
ど
の
記
録
と
論
述

は
絶
え
間
な
く
行
わ
れ
て
き
た
が
、
学
術
的
な
研
究
と
い
え
る
も
の
は
二
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〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
徐
教
授
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
一

年
の
『
史
学
界
』
第
三
ー
八
・
一
一
・
一
二
期
に
発
表
さ
れ
た
高
瀬
武
次

郎
の
「
朱
舜
水
」
が
中
日
学
界
に
お
け
る
朱
舜
水
研
究
の
端
緒
を
開
い
た

論
文
で
あ
っ
た
（
本
書
一
ペ
ー
ジ　

脚
注
１
）。
だ
が
、
朱
舜
水
研
究
が

急
速
に
進
展
し
た
の
は
第
二
次
大
戦
後
で
あ
り
、
特
に
一
九
八
六
年
一
二

月
に
九
州
歴
史
資
料
館
分
館
柳
川
古
文
書
館
が
、
柳
川
藩
儒
安
東
省
庵

（
一
六
二
二
〜
一
七
〇
一
）
と
朱
舜
水
が
交
わ
し
た
大
量
の
書
簡
と
筆
談

録
（
筆
語
）
を
主
と
す
る
い
わ
ゆ
る
安
東
家
史
料
を
公
開
し
た
こ
と
が
朱

舜
水
研
究
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
た
。
こ
の
安
東
家
史
料
は
、
一
九
三
〇

年
代
か
ら
精
力
的
に
朱
舜
水
研
究
に
と
り
く
ん
で
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
石
原
道
博
氏
が
、「
い
ま
安
東
家
に
は
、
学
界
未
発
表
の
お
び
た
だ
し

い
文
書
が
あ
る
と
き
く
。
そ
の
公
開
を
鶴
首
し
て
ま
つ
の
は
、
ひ
と
り
わ

た
く
し
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。」（
人
物
叢
書
『
朱
舜
水
』
二
三
六
ペ
ー
ジ

　

東
京
・
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
）
と
、
早
く
か
ら
公
開
を
熱
望
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

　

徐
教
授
自
身
も
安
東
家
史
料
の
公
開
の
恩
恵
に
浴
し
た
一
人
で
あ
る
。

博
士
学
位
の
取
得
の
年
に
は
、
安
東
家
史
料
を
中
心
に
広
く
日
本
全
国
の

図
書
館
、
資
料
館
な
ど
か
ら
集
め
た
書
簡
や
筆
談
録
な
ど
の
資
料
を
朱
謙

之
編
『
朱
舜
水
集
』（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
八
一
）
と
校
合
し
、
全

集
未
収
の
資
料
を
ま
と
め
て
『
朱
舜
水
集
補
遺
』（
台
湾
・
学
生
書
局
、

一
九
九
二
）
を
公
刊
し
た
。

従
来
の
全
集
に
全
く
収
録
さ
れ
て
い
な
い
舜
水
の
書
簡
四
三
通
、
筆

語
六
二
、
問
答
二
三
通
を
は
じ
め
、
舜
水
の
手
に
な
る
跋
文
や
詩
、

そ
れ
に
部
份
的
に
抄
録
さ
れ
て
き
た
書
翰
二
〇
、
問
答
八
通
の
全
文

を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
（
二
二
人
）
別
に
、
年
代
を
可
能
な
限

り
比
定
し
て
年
次
順
に
配
列
し
、
か
つ
適
切
な
解
説
が
付
さ
れ
て
お

り
、
舜
水
の
知
ら
れ
ざ
る
側
面
や
、
従
来
不
明
確
で
あ
っ
た
点
が
解

明
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
同
書
の
冒
頭
に
付
さ
れ
た
九
州
大
学
に
お
け
る
指
導
教
官
の

中
村
質
教
授
の
序
文
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
朱
舜
水
研
究
に
入
っ
た
徐
教
授
は
、
そ
の
き
っ
か
け
を
上
述

の
『
近
代
中
日
思
想
交
流
史
の
研
究
』
の
「
あ
と
が
き
」
で
次
の
よ
う
に

記
す
。…

私
は
、
日
本
の
各
機
関
、
公
立
図
書
館
、
郷
土
資
料
館
の
所
蔵
す

る
漢
文
史
料
の
発
掘
を
行
う
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
。
幸
い
一
九
八

六
年
に
柳
川
古
文
書
館
所
蔵
の
安
東
家
史
料
の
中
で
大
量
の
朱
舜
水

関
係
資
料
が
公
開
さ
れ
た
。
そ
れ
で
、
改
め
て
人
物
に
よ
る
中
日
文

化
交
流
史
に
研
究
方
向
を
変
え
た
。
朱
舜
水
研
究
の
分
野
に
入
る

と
、
歴
史
学
の
ほ
か
に
儒
学
、
哲
学
思
想
な
ど
の
分
野
の
知
識
を
も

摂
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朱
舜
水
と
同
時
代
の
日
本
の
儒
者
た

ち
の
往
来
書
簡
を
解
読
し
て
行
く
な
か
で
、
何
と
か
朱
舜
水
の
儒
学

思
想
と
日
本
の
文
人
を
関
連
づ
け
る
思
想
交
流
史
模
索
の
鍵
を
求
め

た
。

　

す
な
わ
ち
徐
教
授
は
留
学
地
が
柳
川
藩
の
あ
っ
た
九
州
で
あ
っ
た
こ
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と
、
ま
た
留
学
の
時
期
が
た
ま
た
ま
安
東
家
史
料
の
公
開
と
重
な
っ
た
こ

と
等
、
地
の
利
、
時
の
利
に
恵
ま
れ
て
朱
舜
水
研
究
に
入
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
『
朱
舜
水
集
補
遺
』
は
さ
ら
に
新
史
料
を
加
え
、
書
簡
は
八
四

通
、
筆
語
は
六
六
通
に
の
ぼ
る
な
ど
大
幅
に
増
補
さ
れ
て
、
二
〇
〇
四
年

に
『
新
訂
朱
舜
水
集
補
遺
』（
台
湾
大
学
出
版
中
心
）
が
「
東
亜
文
明
研

究
資
料
叢
刊
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
「
資
料
叢
刊
」
も

ま
た
、
台
湾
大
学
の
「
東
亜
経
典
与
文
化
」
研
究
計
画
の
出
版
物
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

　

以
上
が
い
わ
ば
徐
教
授
の
朱
舜
水
研
究
の
前
置
き
で
あ
り
、『
朱
舜
水

与
東
亜
文
化
伝
播
的
世
界
』
は
、
上
述
の
よ
う
な
基
礎
的
且
つ
周
到
な
準

備
を
経
て
、
朱
舜
水
研
究
の
專
著
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

同
書
の
構
成
は
、
本
文
三
四
八
ペ
ー
ジ
を
七
章
に
分
け
、
ほ
か
に
巻
頭

に
黄
（
俊
傑
）
序
、
林
（
慶
彰
）
序
、
楊
（
儒
賓
）
序
の
三
序
、
巻
末
に

「
名
詞
索
引
」「
人
名
索
引
」
を
付
す
。
章
題
を
日
本
語
に
訳
し
て
列
挙
す

れ
ば
、

　

第
一
章　

東
ア
ジ
ア
の
視
野
か
ら
朱
舜
水
研
究
を
見
る

　

第
二
章　

朱
舜
水
と
東
ア
ジ
ア
儒
学
の
発
展

　

第
三
章　

朱
舜
水
と
貝
原
益
軒
の
「
経
世
致
用
」
観

　

第
四
章　

隠
元
禅
師
と
朱
舜
水
の
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　

第
五
章　

朱
舜
水
と
安
東
省
菴
の
思
想
の
異
同

　

第
六
章　

独
立
禅
師
と
朱
舜
水
：
文
化
伝
播
者
の
異
な
る
論
述

　

第
七
章　

心
越
禅
師
、
徳
川
光
圀
と
朱
舜
水
の
思
想
の
変
遷

　

各
章
は
い
ず
れ
も
「
序
論
」
で
始
ま
り
、「
結
論
」
で
終
わ
る
。
そ
の

間
の
本
論
部
分
は
い
く
つ
か
の
小
節
に
分
か
れ
る
が
、
そ
の
分
節
は
そ
れ

ぞ
れ
の
章
に
よ
っ
て
異
な
る
。
い
ま
具
体
例
と
し
て
、
第
一
章
の
構
成
と

内
容
を
や
や
詳
し
く
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
「
一�

、
序
論
」　

過
去
数
十
年
来
の
日
本
と
台
湾
の
朱
舜
水
研
究
の
状
況

を
概
観
し
た
後
に
、
か
つ
て
一
九
九
二
年
に
『
朱
舜
水
集
補
遺
』

を
編
纂
す
る
か
た
わ
ら
「
朱
舜
水
研
究
参
考
文
献
」
を
整
理
し
た

こ
と
、
そ
し
て
同
整
理
作
業
は
二
〇
〇
四
年
の
『
新
訂
朱
舜
水
集

補
遺
』
の
編
纂
時
に
も
継
続
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
本
章
で
は

「
日
本
、
中
国
大
陸
及
び
台
湾
」
の
朱
舜
水
研
究
の
内
容
と
趨
向

を
、
以
下
の
四
点
を
柱
と
し
て
ま
と
め
て
あ
る
。

　
　
（
一
）
朱�

舜
水
研
究
に
関
す
る
文
献
の
刊
行
及
び
そ
れ
ら
の
内
容
の

紹
介
。

　
　
（
二
）
朱�

舜
水
研
究
の
特
徴
及
び
関
連
す
る
主
題
の
論
述
の
異
同
の

回
顧

　
　
（
三
）
問
題
意
識
の
探
求
：
学
術
研
究
と
政
治
主
張
の
あ
い
だ　

　
　
（
四
）
未
来
の
朱
舜
水
研
究
の
展
望

　
「
二�
、
朱
舜
水
全
集
の
刊
行
及
び
そ
の
内
容
」　

朱
舜
水
逝
世
の
翌
年
、

一
六
八
四
年
に
加
賀
藩
主
前
田
綱
紀
の
命
を
う
け
て
儒
臣
の
五
十

川
剛
伯
が
編
集
し
た
『
明
朱
徴
君
集
』
一
〇
巻
を
は
じ
め
と
し

て
、
一
九
九
一
年
に
北
京
・
中
国
書
店
が
排
印
刊
行
し
た
『
朱
舜
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水
全
集
』
二
五
巻
ま
で
の
一
〇
種
の
全
集
に
つ
い
て
、
書
誌
的
な

解
題
を
行
う
。

　
「
三�
、
朱
舜
水
の
研
究
史
」　

地
域
別
、
内
容
別
に
整
理
し
、
解
題
を
付

し
た
研
究
文
献
目
録
で
あ
る
。

　
　
（
一
）
日
本
の
朱
舜
水
研
究

　
　
　
　

１　

徳
川
光
圀
と
水
戸
学
の
発
展　
　

一
八
種
の
文
献
。　

　
　
　
　

２　

朱
舜
水
の
学
芸　
　

九
種
の
文
献
。

　
　
　
　

３　

朱
舜
水
の
乞
師
活
動　
　

一
一
種
の
文
献
。

　
　
　
　

４　

�

朱
舜
水
の
思
想
と
日
本
儒
学
史
の
発
展　
　

一
七
種
の
文

献
の
解
題
及
び
徳
川
前
期
の
朱
子
学
、
闇
齋
学
、
古
学
と

朱
舜
水
の
か
か
わ
り
の
考
察
。

　
　
　
　

５　

�

明
末
の
遺
臣
と
人
物
交
流　
　

二
三
種
の
文
献
の
解
題
及

び
特
に
安
東
省
菴
と
交
わ
し
た
書
簡
に
つ
い
て
の
考
察
。

　
　
　
　

６　

�

朱
舜
水
の
中
日
文
化
交
流
に
対
す
る
貢
献　
　

六
種
の
文

献
の
解
題
及
び
特
に
石
原
道
博
氏
の
業
績
に
つ
い
て
の
コ

メ
ン
ト
。

　
　
（
二
）�

中
国
大
陸
の
朱
舜
水
研
究　
　

清
末
の
黄
遵
憲
、
王
韜
、
民

国
初
年
の
梁
啓
超
等
の
朱
舜
水
に
対
す
る
言
及
や
コ
メ
ン
ト

か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
中
国
大
陸
に
お
け
る
朱
舜
水

研
究
の
概
略
を
述
べ
る
。

　
　
　
　
（
１
）�

朱
舜
水
の
学
術
思
想
の
日
本
に
対
す
る
影
響　
　

八
種

の
文
献
。

　
　
　
　
（
２
）
朱
舜
水
の
思
想
評
価	

一
〇
種
の
文
献
。

　
　
　
　
（
３
）
朱
舜
水
の
哲
学
思
想	

一
〇
種
の
文
献
及
び
中
国
哲

学
思
想
史
研
究
の
専
家
李
甦
平
教
授
の
研
究
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
。

　
　
（
三
）�

台
湾
の
朱
舜
水
研
究　
　

一
六
種
の
文
献
と
台
湾
の
朱
舜
水

研
究
の
概
況
。

　
　
（
四
）�

ア
メ
リ
カ
の
朱
舜
水
研
究　
　

呂
玉
新
編
「
有
関
朱
舜
水
研

究
目
録
」（
台
北
・
漢
学
研
究
中
心
『
漢
学
研
究
通
訊
』
第
二

三
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
）
中
の
「
英
文
文
献
」

に
も
と
づ
く
も
の
。
著
書
一
二
点
、
論
文
一
〇
点
の
解
題
。

　
「
四�

、
問
題
意
識
の
探
求
：
学
術
研
究
と
政
治
主
張
の
間
」　

清
末
以
来

の
抗
清
復
明
の
忠
臣
義
士
と
し
て
の
朱
舜
水
の
評
価
と
学
術
研
究

と
し
て
の
朱
舜
水
研
究
に
つ
い
て
。

　
「
五
、�

結
論
」　

以
上
の
「
日
本
、
中
国
大
陸
、
台
湾
」
の
朱
舜
水
研
究

を
領
域
（
テ
ー
マ
）
別
に
整
理
し
て
述
べ
る
と
と
も
に
、「
朱
舜

水
研
究
の
領
域
と
統
計
一
覧
表
」
を
付
す
。
そ
し
て
、
今
後
の

課
題
と
し
て
次
の
三
点
を
提
示
す
る
。

　
　
（
一
）
朱
舜
水
の
新
史
料
の
再
発
掘
と
解
読

　
　
（
二
）
朱
舜
水
研
究
の
新
方
向
の
開
拓

　
　
（
三
）
国
際
共
同
研
究
の
組
織
と
推
進

　

以
上
や
や
長
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
が
第
一
章
の
小
節
・
小
項
目
の
構
成

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
お
よ
そ
の
内
容
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
章
は

こ
れ
ま
で
の
朱
舜
水
研
究
の
回
顧
を
目
的
と
し
て
関
係
文
献
の
分
類
整
理
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を
必
要
と
す
る
た
め
に
、
他
の
章
に
く
ら
べ
れ
ば
小
節
・
小
項
目
の
数
が

多
く
な
る
の
は
や
む
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
徐
教
授
の

文
献
収
集
の
周
到
さ
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
は
、「
乞
師
」（
軍
事
援
助
）
の
た
め
に
し
ば
し
ば
来
日
し
た
朱

舜
水
が
、
一
六
五
九
年
に
日
本
永
住
を
決
意
し
、
水
戸
光
圀
の
招
聘
を
う

け
て
前
期
水
戸
学
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

と
、
朱
舜
水
が
伝
え
た
思
想
内
容
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
結
論
か
ら
い
え

ば
、
彼
が
日
本
に
伝
え
た
も
の
は
、
陽
明
学
で
も
朱
子
学
で
も
、
ま
た
古

学
で
も
な
く
、
畢
竟
、
孔
子
の
礼
楽
刑
政
を
重
視
す
る
経
世
済
民
の
実
学

思
想
（
経
済
の
学
）
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。

　

な
お
本
章
は
、
も
と
『
新
訂
朱
舜
水
集
補
遺
』
に
載
せ
た
「
朱
舜
水
対

東
亜
儒
学
発
展
定
位
的
再
詮
釈
」（
朱
舜
水
の
東
ア
ジ
ア
儒
学
の
発
展
に

対
す
る
位
置
づ
け
の
再
検
討
）
の
再
録
で
あ
り
、
同
文
の
日
本
語
訳
は

『
近
代
中
日
思
想
交
流
史
の
研
究
』
第
一
部
第
一
章
に
「
朱
舜
水
の
実
学

思
想
と
日
本
の
受
容
」
と
題
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
は
前
章
を
う
け
て
、
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
～
一
七
一
四
）
の

「
経
世
致
用
」（
経
世
済
民
）
の
思
想
と
朱
舜
水
の
実
学
思
想
を
比
較
検
討

す
る
も
の
。
本
章
に
は
朱
舜
水
思
想
の
形
成
と
内
容
が
詳
述
さ
れ
て
い

る
。
結
論
は
、
両
者
は
直
接
の
交
渉
は
な
く
、
し
か
も
地
方
（
福
岡
）
儒

者
（
貝
原
益
軒
）
と
中
央
の
儒
者
（
朱
舜
水
）
と
い
う
違
い
は
あ
っ
た
も

の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
啓
蒙
的
な
実
学
思
想
と
経
世
致
用
の
学
問
は
多
く
の

点
で
共
通
す
る
、
と
指
摘
す
る
。

　

第
四
章
は
、
黄
檗
文
化
を
も
た
ら
し
日
本
の
思
想
界
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
隠
元
禅
師
（
一
五
九
二
～
一
六
七
三
）
の
文
化
伝
播
者
と
し
て
の

活
躍
と
同
時
に
、
隠
元
の
鄭
成
功
を
は
じ
め
抗
清
人
士
と
の
交
流
を
論
じ

る
章
で
あ
る
。
ほ
か
に
明
清
戦
乱
の
際
に
日
本
に
逃
れ
て
き
た
中
国
の
僧

侶
や
文
人
た
ち
の
こ
と
、
ま
た
日
本
に
定
住
す
る
前
の
朱
舜
水
の
「
海
外

経
営
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

第
五
章
は
、
朱
舜
水
と
最
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
弟
子
の
安
東
省
菴

（
一
六
二
二
～
一
七
〇
一
）
と
朱
舜
水
の
思
想
上
の
異
同
を
論
じ
、
徳
川

初
期
の
日
本
儒
学
界
に
お
け
る
意
義
を
検
証
す
る
。

第
六
章
は
、
独
立
禅
師
（
戴
曼
公　

一
五
九
六
～
一
六
七
二
）、
朱
舜

水
、
潁
川
入
徳
（
陳
明
徳　

一
五
九
五
～
一
六
七
四
）
の
関
係
と
思
想
の

相
違
な
ど
を
検
討
す
る
章
。
独
立
禅
師
、
潁
川
入
德
と
も
渡
日
の
中
国
人

で
、
独
立
禅
師
は
黄
檗
宗
の
僧
侶
、
潁
川
入
德
は
医
師
で
日
本
に
帰
化
し

た
人
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
徐
教
授
は
新
発
掘

の
安
東
家
文
書
を
用
い
て
二
人
と
朱
舜
水
の
関
係
、
思
想
の
相
違
な
ど
を

論
証
す
る
。
ま
た
朱
舜
水
と
独
立
禅
師
の
詩
に
対
す
る
考
え
の
違
い
な
ど

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
章
末
に
「
独
立
禅
師
、
朱
舜
水
関
係
年
表
」
を
付

す
。　
（
但
し
、
本
章
の
第
四
節
「
朱
舜
水
と
独
立
の
詩
に
対
す
る
異
な

っ
た
論
述
」
か
ら
第
五
節
「
独
立
の
詩
作
及
び
そ
の
文
化
の
伝
播
」
に
か

け
て
、
小
項
目
の
立
て
方
に
少
し
乱
れ
が
あ
る
。）

　

第
七
章
は
、
や
は
り
来
日
の
曹
洞
宗
の
禅
僧
、
東
皐
心
越
（
一
六
三
九

～
一
六
九
五
）
と
徳
川
（
水
戸
）
光
圀
、
朱
舜
水
の
関
係
を
述
べ
る
。
特
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に
心
越
の
伝
え
た
曹
洞
禅
の
日
本
に
与
え
た
影
響
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

章
末
に
「
心
越
禅
師
留
伝
日
本
之
墨
宝･

文
物
一
覧
表
」（
心
越
禅
師
の

日
本
に
の
こ
し
た
墨
宝
・
文
物
一
覧
表
）
を
付
す
。

　

以
上
、『
朱
舜
水
与
東
亜
文
化
伝
播
的
世
界
』
の
内
容
を
概
観
し
て
感

じ
る
こ
と
は
、
中
日
思
想
・
文
化
交
流
史
研
究
の
対
象
と
し
て
の
朱
舜
水

の
大
き
さ
で
あ
る
。
本
書
は
、
日
本
定
住
以
後
の
朱
舜
水
に
し
ぼ
っ
て
、

彼
の
言
動
や
思
考
を
検
証
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
た
か

だ
か
二
二
年
の
日
本
在
住
期
間
に
朱
舜
水
が
日
本
に
の
こ
し
た
も
の
は
き

わ
め
て
大
き
い
。
そ
れ
は
、
徳
川
期
の
全
期
を
通
じ
て
日
本
の
学
術
・
文

化
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ば
か
り
か
、
幕
末
近
代
に
ま
で
も
持
続
し

て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
日
本
に
お
け
る
朱
舜
水

の
存
在
と
影
響
の
出
だ
し
の
部
分
を
、
彼
の
友
人
・
門
弟
た
ち
と
の
具
体

的
な
交
流
を
通
じ
て
明
ら
か
に
意
図
さ
れ
よ
う
と
し
た
も
の
と
言
え
よ

う
。

　

徐
興
慶
教
授
の
朱
舜
水
研
究
の
特
色
の
第
一
は
、
文
献
資
料
の
収
集
調

査
の
広
さ
と
精
密
さ
で
あ
る
。
第
二
は
、
そ
の
よ
う
に
周
到
に
集
め
ら
れ

た
文
献
資
料
の
読
み
込
み
に
よ
る
論
述
の
確
か
さ
で
あ
ろ
う
。
第
三
は
、

徐
教
授
の
朱
舜
水
研
究
は
、
朱
舜
水
そ
の
人
の
学
術
や
思
想
の
研
究
に
と

ど
ま
ら
ず
、
彼
の
身
辺
に
い
た
友
人
・
門
弟
た
ち
に
ま
で
調
査
研
究
が
広

く
及
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
は
、『
新
訂
朱
舜
水
集
補
遺
』
を
見
れ
ば
直
ち
に
了
解
さ

れ
る
こ
と
で
、
同
書
に
は
徹
底
し
て
収
集
さ
れ
た
文
献
資
料
の
翻
字
と
句

読
、
年
代
推
定
、
必
要
な
解
説
な
ど
、
き
わ
め
て
困
難
な
作
業
が
集
積
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
同
書
の
付
録
に
は
「
朱
舜
水
友
人
・
弟
子

伝
記
資
料
」
が
付
さ
れ
て
い
て
、
徐
教
授
の
朱
舜
水
研
究
の
確
か
な
基
礎

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
敢
え
て
特
色
の
第
四
を
あ
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
朱

舜
水
研
究
に
か
け
る
徐
教
授
の
情
熱
で
あ
ろ
う
か
。
機
会
を
と
ら
え
て
は

日
本
各
地
の
図
書
館
や
資
料
館
、
寺
社
な
ど
を
訪
れ
て
の
文
献
資
料
の
渉

猟
、
中
に
は
何
度
も
足
を
運
ん
で
よ
う
や
く
閲
覧
の
許
可
を
得
た
り
と
い

っ
た
苦
労
話
が
、
時
折
論
文
の
な
か
に
散
見
す
る
。
研
究
者
と
し
て
は
当

然
の
話
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
朱
舜
水
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
す
る
徐
教
授

の
飽
く
こ
と
な
き
情
熱
に
は
、
や
は
り
頭
の
下
が
る
思
い
を
禁
じ
得
な

い
。

　

と
も
あ
れ
、
今
後
の
世
界
の
朱
舜
水
研
究
は
、
必
ず
や
徐
興
慶
教
授
の

研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　


